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論　　文　　の　　要　　旨
　可算コンパクト空間がコンパクト空問となる条件を求めることはヨ古くから多くの数学者によっ
て試みられてきた。本論文において著者は，この2つの概念の問を埋めるために可算コンパクト性
に附加すべき二一トとよぶ最も弱い条件を見出している。1，2節においてヨ今まで知られていた
イソコンパクト空聞の族が記述されラ可算コンパクト空間がイソコンパクトとなる既知の条件が説
明されている。3節ではωヱコンパクト空問が閉完傭となる条件が与えられる。4節で空間の二一ト
系が定義されラ本論文の主定理が証明されている。Xの二一ト系は、可算交叉性をもつXの超限自
由閉フィルターに対して定義されるXの部分空問と関数の族である。任意の可算交叉性をもつ超限
自由フィルターに対して二一ト系が存在する位相空問を二一ト空問と定義する。Hadey－Stephenson
の近傍F空間、θL性を満たす空問ヨWicke－Wove11の弱（ωエ、∞）Lrefinab1e空問，Va㎎henの
ωtrapure「空問，虹hange1skiiのpure空問等がすべて二一ト空間となることが証明されている。ま
たラすべての二一ト空問はイソコンパクトとなるので，上述の各空間がイソコンパクトになること
が主定理の系として得られる。節の後半において、二一ト空間の閉写像による逆像は各ファイバー
がリンデレフ空間となる場合に二一ト空問となること，ボレル完傭空問の連続写像による逆像は各
ファイバーが二一ト空問になるとき二一ト空間となることが証明されている。結果としてヨニート
空間の完全逆像は二一ト空間となる。5節では、可算コンパクト欄密部分集合をもつ空間がコンパ
クトとなる条件を求めている。θL性をもつ空問，δθ一penetrab1e空問ヨu玉trapure空問が正則で可算
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コンパクトな欄密な部分空問を含めぼコンパクトとなること，正則なイソコンパクト空問が可算コ
ンパクト欄密部分空間と概実コンパクト部分空間の和となるならばそれ自身コンパクトとなること
が証明される。この結果として、正則な弱ボレル完備空問はCL一イソコンパクトとなることが示さ
れる。最後の6節ではヨ4節と5節に関連したつぎの結果が得られている。o撒o一基底をもつ空問
Xではラhd（x）≧s（x）＝h1（x）が碑立する。ここでhd（x）は遺伝的欄密濃度ヨs（x）は疎部分空間の最大濃
度ラh1（x）は遺伝的リンデレフ濃度である。またs（x）が可算となるortho一基底をもつ距離化可能でな
い正則空問の存在はヨ集合論におけるススリン仮説の肯定と同等となることが示されている。
審　　査　　の　　要　　旨
　可算コンパクト空問となるために著者が見出した二一トという概念は，現在発見されている条件
の中では最も広いものである。二一ト空間族はヨHar1ey－Stephens㎝のF空間族，DavisのθL性を
満たす空間族ラArhange1skiiのpure空間族などをすべて含んでいる。これらの今まで知られていた
空問族は，その定義も全く異なり独立した空間であり，相互関係も見出せなかったので、著者がこ
れらすべてを含む二一ト空間族を発見したことは非常に興味深い。関数空問のある種の部分空間が
コンパクトとなることを証明する手段としてヨニートの概念は最も強力と思われる。また、ortho一基
底をもつ空問がリンデレフ性を持つ条件を二一トの概念に関連して求めているが，これも点収東の
位相をもつ関数空問の解析に有効である。後半において。弱ボレル完傭空問ではすべての可算コン
パクト空問の閉包コンパクトとなることを証明しているが，この結果は関数解析への応用として
Arhange1skiiを中心とするソ連数学者が得ている一連の結果に大きな影響を与えており，高度な評価
を得ている。
　よって、著者は，理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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